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お札の肖像 

７月３日、約 20年ぶりに新しい一万円札、五千円札、千円札が発行されました。すでに新し

いお札をお持ちの方もいらっしゃるのではないでしょうか。それぞれのお札のデザインが一新

されることになり、お札の顔である肖像画も全て新しく変わることになりました。町図書室で

もお札に関するテーマの図書を配架しています。今月号ではそれらの図書からお札の肖像画に

まつわる内容をまとめてみたいと思います。 

みなさんは新しいお札の顔となる人物をご存じでしょうか。一万円札は「渋沢栄一」、五千円

札が「津田梅子」、そして千円札が「北里柴三郎」です。中でも一万円札の顔は 40年近く福沢

諭吉だったので、しばらくは違和感を覚える方も多いかもしれません。今回、新しいお札の顔

となった人物は、町図書室に伝記マンガが配架されています。ぜひ手に取ってみてください。 

さて、お札に描かれる肖像画にはどのような基準があるのでしょうか。財務省のホームペー

ジをみると「（１）偽造防止の観点からなるべく精密な写真が入手できること、（２）肖像彫刻

の観点からみて品格のある紙幣にふさわしい肖像であること、（３）肖像の人物が国民各層に広

く知られておりその業績が広く認められていること」とまとめられ、それらの観点を踏まえて

明治以降の人物を採用していると記載されています。 

さらに武光誠氏の著書において、肖像画のデザインについてより詳細に述べられているので

紹介します。お札の肖像は、偽札の防止のため、簡単にまねのできる単純な顔でなく、彫りが

深くて特徴のある顔が良いとされています。そのため、顔にシワやオウトツが表れた中年以上

の肖像画が採用されることが多かったようです。今、私たちの生活に馴染んでいる福沢諭吉や

野口英世もその点では見事に合致しています。一方、五千円札の樋口一葉に関しては 24 歳の

若さで亡くなっており、彼女の顔にシワなどの特徴が少な

ったため肖像製作が難航し、その結果、新しいお札の発行が

本来予定されていた平成 16 年７月から同年 11 月に延期さ

れたという肖像選びとその製作の難しさを物語るエピソー

ドも残っています。 

今回発行された新しいお札はおそらく今後 20年程度は使

用されることになるでしょう。今はまだ発行されたばかり

のため流通が少なく、新しいお札に慣れない人も多いかも

しれませんが、これから次第に流通していくにつれて馴染

んでくるのでしょう。そして、いつか、福沢諭吉、樋口一葉、

野口英世の顔が懐かしくなる時が来るのでしょう。 

図 書 室 だ よ り 
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新しいお札の発行にまつわるエピソード

や、これまでにお札の顔となった人物に

ついて紹介しています。 



第４１５号           書窓           令和６年７月１９日 
  

- 2 - 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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